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教授 齊藤 剛史 氏 

～対数処理されたグラフの価値を実感し、生存曲線の理解を深める～ 

生物 田所先生 数学 大瀬良先生 英語 ランシア先生 

この授業を受けて、数学で習っていた指数関
数や対数関数を生物や英語の視点から考える
ことで、より理解を深めることができました。
また、縦軸を対数に変えるだけでグラフの形
が全然違っていたので、今後グラフを見る時
は、単位や目盛りの大きさなどに気をつけて
見たいと思いました。 
３年 富樫 実菜（永犬丸中学校） 

私は以前、国語と生物の教科科目横断が楽しくて、
また受けたいと思っていました。今回は、数・英・
生で私が好きな教科ばかりで、楽しみながら学ぶこ
とができました。英単語も新たに覚えることができ
ました。数学では、今まで気づかなかったｌｏｇの
グラフと普通のグラフの異なる点を学び、２つの関
係を知ることで、より面白いと感じたので、今後も
楽しみながら勉強に取り組みたいです。 
３年 有川 はな（遠賀中学校） 

今回久しぶりの教科科目横断型授業で、とても楽しかった。普段は一緒に考えることのない教科
を一緒に考えたので、複雑だったけど教科のつながりを感じることができ、苦手な教科への興味
が増した。今まで生物の授業で片対数グラフを読みとっていたが、どうやって作られたかなど深
く考えたことはなかった。特に英語で数学の単位を表す表現など一切考えたことがなかった。し
かし、今まで使ったことのある数学の知識を組み合わせたり、意外な語源があったりして理解で
きた時の達成感が大きかった。それぞれ違った面白さや共通点に気づくことができたので、また
教科科目横断型授業を受けたい。 
３年 信本 大智（引野中学校） 

今回、情報工学や読唇について学ぶことができた。自分
自身、情報工学にかなり興味があり、今回の講義で自分
の進路に活かせる内容が多かった。講義の中で、プログ
ラミングをするのが情報工学ではなく、それを利用して
創り出すのが情報工学だということが一番心に残った。
今回の講義の経験を参考にしながら、今後の進路を考え
たいと思う。また、読唇についてのお話もあり、あまり
知らない分野だったが、今の技術に感動したのと同時
に、まだできることがたくさんある分野だと思った。 
３年 山崎 晃汰（南小倉中学校） 

読唇技術などの具体的な情報工学について学んで、情報
工学の奥深さや面白さについて学ぶことができました。
コミュニケーションに支障がある人への色々な対策を行
っているのが工学だと知りました。大学で学ぶような専
門的な内容を学んで、大学に行きたいという気持ちや勉
強へのモチベ－ションになりました。もっと広い視点か
ら工学について知り、自分に一番合った事を研究してみ
たいと思いました。 
３年 守田 陽介（穴生中学校） 

今日の講義を聞いて、理学と工学の違いについて
知り、どちらも世の中ではかかせないものである
ことが分かりました。コミュニケーションをとる
ためには話す、聞く、読む、書くだけではなく、
目線やまばたきで会話することができ、どのよう
な人でもコミュニケーションがとれることは、す
ばらしいことだと思いました。新しい技術をつく
ることも大切ですが、誰かのために技術を活用さ
せるということが大切なのだと感じました。 
３年 渡邊 凛（永犬丸中学校） 

私は看護系に進むと決めていて、工学については、知ら
ないことも多く、興味も持っていませんでした。しかし、
話を聞いていると、情報工学は医療にも関わりがあるこ
とを知り、興味がわいてきました。また、透明文字盤や
口文字コミュニケーション、ファインチャットなど、
様々な形式で障がいのある方々とコミュニケーション
をとることのできる社会に感動しました。興味がないこ
とでも知ることで楽しくなり、もっと知りたいと思うよ
うになれたので良かったです。 
３年 有川 はな（遠賀中学校） 

実際に細胞を観察し、原核生物と真核生物の違いや 

動物細胞と植物細胞の違いを確認する。細胞の大きさを確認する。 


